
【発表内容】

【その後の実施状況】

４－２具体的な取組状況

４－１その後の実施状況

①私たちは〇〇区市町村に戻ったら、
まず〇〇をします。

②なぜなら、（①に決めた理由）
だからです。

広報活動を行うことにより、関係機関や町民の人
に、「どうにかならないの？」と思ってもらうよ
うな意識づくりをする。

大島町は人口7千人の小さなコミュニティーであ
り、何が地域課題なのか未だ模索中であるため。

実施中

ケース会議などを通じて支援が必要な障害者に対し、関係機関の福祉サービス利用を相談・検討し、サービ
ス利用に繋げている。

４　平成30年度地域自立支援協議会交流会のグループ討議

神津島村

日中サービス支援型共同生活援助の有無

 

（１）委員構成

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

2

植村茉莉 神津島村役場　保健センター　保健師 行政職員(区市町村)

中村清美 民生委員

井上典子 東京都島しょ保健所神津島出張所　保健師

民生・児童委員

保健所

清水いさ子 民生委員

清水昭男 民生委員

民生・児童委員

民生・児童委員

清水春江 民生委員

清水由美子 民生委員

民生・児童委員

民生・児童委員

前田美枝 民生委員

鈴木幸俊 民生委員

民生・児童委員

民生・児童委員

会長 松江しのぶ 身体障害者相談員

市川さやか 知的障害者相談員

身体・知的障害者相談員

身体・知的障害者相談員

1

障害福祉サービス等事業者 0 社会福祉協議会 1 法曹関係者 0

障害当事者・家族・関係団体 0

備　考

行政職員(都） 0 その他 3

合　計

種　別

15 　

整備状況

検討中

教育関係機関 0

委員名簿

役　職 氏　名 所　属

行政職員(区市町村)

身体・知的障害者相談員 2 相談支援事業者

指定障害児
相談支援
事業所数地域移行 地域定着

未設置

－

整備時期

－

【名称】　神津島村自立支援協議会 

【設置年月】　平成23年9月

【運営方法】　直営

【組織図】　

全体会の活動回数及び委員数 専門部会：未設置

【地域生活支援拠点等の整備状況】　

開設の有無 開設時期

なし －

【日中サービス支援型共同生活援助の有無】　

【全体会及び専門部会の活動回数及び委員数】　

【相談支援体制の整備状況】　

0 0 0 0 0

基幹相談支援
センター

委託相談
支援事業所数

指定一般相談
支援事業所数 指定特定相談

支援事業所数

学識経験者

種　別

【全体会の委員構成及び活動内容】　

人　数

0 医療関係者 0 保健所 1

人　数 種　別 人　数

雇用関係機関 0 企業 0

民生・児童委員 7 地域住民 0

0

※「委員数」の（　　）：当事者の立場で委員に就任されている方の人数（再掲）

種　別

回数

整備類型

　

委員数

（0）15

全体会
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№

12

13

14

15

（２）活動内容

不参加

第5期障害福祉計画・第1期障害児福祉計画の進捗管理・評価

独居高齢生活困窮者の対応、関係機関との情報交換

若者引きこもり対策、関係機関との情報交換

２　協議会としての役割

② 情報共有・情報発信

⑦ 障害福祉計画等の進捗管理や調整

⑥ 課題解決に向けての検討

若者による引きこもり、独居高齢者見守り対応

協議会を通じて情報共有・情報発信し各関係機関との連携を強化している

年に1回福祉計画の進捗状況の確認や評価を行い、各関係機関へ情報を発信する

様々な機関からの協議委員を通じ、障害者・高齢者等の引きこもり・生活困窮・医療等の課題を解決できる
よう協議会で検討を行っている。また各分野への働きかけを行っている

【地域協議会の活動状況】　

１　協議会の協議事項

⑤ 困難事例等の解決に向けた検討に関すること

⑩ 障害福祉計画等に関すること

⑬ その他

地域の障害者、高齢者等の状況について意見交換

内藤栄樹 新島警察署　神津島出張所長 その他

中村佳枝 地域包括支援センター

鈴木明男 地域活動支援センター

その他

その他

松江久人 神津島村社会福祉協議会 社会福祉協議会

３－１　協議会における地域課題

あがっている　　　　

３－２　地域課題の把握方法

② 全体会、専門部会、各種連絡会等

４　平成30年度地域自立支援協議会交流会のグループ討議

３－３　地域課題に対して取り組んだ、又は取り組んでいる内容

⑬ その他

役　職 氏　名 所　属 種　別 備　考
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